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避難情報ととるべき行動

「警戒レベル3」では、高齢の方や障害のある方、妊婦など、避難に時間のかかる方や
その支援者の方は危険な場所から避難し、それ以外の人は避難の準備をすること。
そして「警戒レベル4」では、対象となる地域住民は危険な場所から全員避難しよう。
自分たちで、しっかり情報収集することを心がけよう！
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避難情報について知ろう!

また、日頃から、警戒レベルに合った行動をとれるようしっかり確認しておきましょう。

自分がとるべき行動 家族がとるべき行動基本的な避難行動警戒レベル

直ちに安全を確保する
行動をとりましょう。

避難所まで行くのが危険なときは、
家の近くか家の中の安全な場所へ

逃げましょう。
警戒レベル4までに必ず避難しましょう。

速やかに避難場所へ。

お年寄りや障害のある方など、

避難に時間がかかる人は、

すぐに避難をはじめましょう。
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高齢者等は避難

警戒レベルごとにとるべき避難行動があります。下記の表を見て、あなたと家族の状況を考え

ながら、それぞれがとるべき行動を具体的に書き出してみましょう。

※政府広報オンラインより

※政府広報オンラインより（2021年5月現在）

※１　夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、警報レベル3（高齢者等避難）に相当します。
※２　「極めて危険」（濃い紫）が出現するまでに避難を完了しておくことが重要であり、「濃い紫」は大雨特別警報が発表された際の警戒レベル5
　　　緊急安全確保の発令対象区域の絞り込みに活用することが考えられます。

※出典：気象庁ホームページ

※2021年5月現在

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）に
  基づき気象庁において作成

●心構えを一段高める
●職員の連絡体制を確認

●ハザードマップ等により、自宅等の災害リスクを再確認
　するとともに、避難情報の把握手段を再確認するなど。
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（災害対策本部設置）

高齢者等避難危険な場所から高齢者等は避難 高齢者等避難

第３次防災体制
（避難指示の発令を判断できる体制）

5段階の警戒レベルと防災気象情報

気象庁等の情報
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命の危険 直ちに安全確保!
※必ず発令される情報ではない●すでに安全な避難ができず、命が危険な状況。いまいる

　場所よりも安全な場所へ直ちに移動等する。

緊急安全確保
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自らの避難行動を確認自らの避難行動を確認

●高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ
　始めたり、避難の準備をしたり、自主的に避難する。

●過去の重大な災害の発生時に匹敵する状況。
　この段階までに避難を完了しておく。

●台風などにより暴風が予想される場合は、暴風が吹き
　始める前に避難を完了しておく。

危険な場所から高齢者等は避難

危険な場所から全員避難危険な場所から全員避難

災害への心構えを高める災害への心構えを高める

第２次防災体制
（高齢者等避難の発令を判断できる
　体制）

第１次防災体制
（連絡要員を配置）

〈警戒レベル4までに必ず避難!〉

すでに災害が起こっているか、
切迫しています!
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